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  4一共肝1 乱数に対する逆サイン法則とその応用











  4一共研一10 大学における統計教育の実態調査









  4一共研一17 確率的組合せの理論と応用
                      慶鷹義塾大学理工学部渋谷政昭
 1．前年度の研究（3一共研一32）の成果を［3］に発表したが，査読者より，集団遺伝学での成
果との類似を指摘された．確かに，前年度に「確率クラスタリング過程」と名付けたものは，集
団遺伝学でHopPe’s um（1984．1987）と呼ばれているものと同一であった．
 2．しかしHopPe等は集団遺伝学の諸現象にとらわれ，確率クラスタリング過程の基本的
構造を十分に認識していたかったために，それが十分に強力であることを見落していた．主要
点は「壷に玉を入れるモデル」で壷を区別する・しない，玉を区別する・したい，という4つ
の場合の関連を明確にすることであった．これを雲とめて［2］で発表した．
 3．残された問題として，［2コで得られた諸分布の特徴づけ，極限分布，極限分布からの標本
分布，などがある．これを次年度の課題としたい．
 4．前々年度の成果が［1］に印刷された．
